


r" 祈り"と"癒し"のラストシーン」で明かされる

梶が頑なに守り通した「命の真実」とは!?
イ
ン
ト
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン

初
万
部
を
越
す
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
記
録
を
樹
立
し
た
横
山
秀

夫
ヲ

i
y
ド
の
最
高
峰
『
半
落
ち
』
が
、
遂
げ
い
初
の
完
全
映
画

化
ヨ
れ
る
。
『
と
の
ミ
ス
テ
リ
ノ
ー
が
す
ど
い
!
2
0
0
3
年
版
』
(
宝

島
社
)
『
傑
作
ミ
ス
テ
y
i

ベ
ス
ト
叩
』
(
週
刊
文
春
)
で
、
い
ず
れ

も
l
位

K
選
、
ば
れ
た
原
作
の
底
力
が
、
と
れ
以
上
な
い
配
役

を
得
て
、
い
よ
い
よ
ス
ク
リ
ノ

1

ン
に
登
場
す
る
。

現
在
も
異
例
の
重
版
を
重
ね
て
読
み
継
が
れ
て
い
る
、
感
動

と
衝
撃
の
ミ
ス
テ

y
i

『
半
落
ち
』
。
愛
す
る
妻
を
手
に
か
け
た
、

元
捜
査
一
課
の
敏
腕
警
部
。
彼
が
自
首
す
る
ま
で
の
「
空
白
の

2
日
間
の
謎
」
を
追
う
幾
多
の
人
々
。
が
、
と
の
作
品
は
、
警
察

と
い
う
ア
ィ

i
y

ド
で
展
開
苫
れ
る
ま
ぎ
れ
も
な
い
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・

ド
ラ
マ
で
あ
る
。
年
齢
を
重
ね
る
に
つ
れ
、
人
は
ヨ
ま
広
ま
な
理

不
尽
を
呑
み
込
ん
で
生
当
』
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
現
実

に
対
峠
し
、
何
を
、
ど
う
選
ょ
の
か
?
状
況
に
流
ヨ
れ
ず
、
自
ら

の
生
き
方
を
選
び
取
っ
て
い
く
の
は
容
易
で
は
な
い
。
ァ

Y
ツ
れ
イ

マ
!
の
病
状
が
進
む
妻

K
懇
願
ヨ
れ
、
嘱
託
殺
人
と
い
う
重
罪

を
犯
し
た
主
人
公
・
梶
聡
一
郎
。
そ
の
心
の
袋
を
探
っ
て
い
く
物

語
は
、
い
つ
し
か
彼
を
取

h
巻
く
人
々
の
心
の
う
ち
ま
で
も
照

ら
し
出
し
て
い
く
。
「
半
落
ち
』
に
仕
込
ま
れ
た
"
合
わ
せ
鏡
“
の

見
事
ヨ
は
、
登
場
人
物
た
ち
は
も
と
よ
ち
観
る
者
を
も
巻
き
込

ん
で
、
自
分
の
〈
今
〉
の
あ

h
ょ
う
を
見
つ
め
ヨ
せ
る
の
だ
。

沈
黙
す
る
梶
総
一
郎
氏
、
取
調
官
の
志
木
が
投
げ
か
け
る

「
言
わ
な
い
の
は
、
あ
な
た
が
嘘

k

っ
け
な
い
人
だ
か
ら
だ
」
と

い
う
言
葉
。
そ
と
に
示
し
出
ヨ
れ
だ
〈
嘘
〉
は
、
私
た
ち
の
魂

k

根
底
か
ら
揺
ヨ
よ
る
!

主
人
公
・
梶
聡
一
郎
を
演
じ
る
の
は
「
雨
あ
が
る
」
「
阿
弥
陀

堂
だ
よ
り
」
の
寺
尾
聴
。
事
件
の
真
相
を
追
う
志
木
刑
事

K
、

柴
田
恭
兵
。
梶
の
妻
・
啓
子
氏
「

O
U
T
」
の
原
田
美
枝
子
、
そ

の
姉
康
子
氏
樹
木
希
林
、
判
事
に
「

D
r
・
コ
ト
i
診
療
所
」
の

吉
岡
秀
降
、
ヨ
ら
に
鶴
田
真
由
(
新
聞
記
者
)
・
伊
原
剛
志
(
検

事
)
・
閤
村
隼
(
弁
護
士
)
、
高
島
礼
子
、
石
橋
蓮
司
、
井
川
比
佐
志
、

西
田
敏
行
、
奈
良
岡
朋
子
ら
と
、
実
力
派
キ
ャ
ス
ト
が
揃
う
。
監

督
は
デ
ビ
ュ
ー
作
「
陽
は
ま
だ
昇
る
」
て
高
い
評
価
を
得
た

佐
々
部
清
。
撮
影
を
、
「
た
モ
が
れ
清
兵
衛
」
「
学
校
」
で
各
種
映

画
賞
に
輝
い
た
長
沼
六
男
。
人
の
心
の
内
奥
に
あ
る
〈
ミ
ス
テ

y
i

〉
を
炎
h
出
し
、
ス
ク
ラ
l

ン
に
陰
影
深
く
焼

B
付
け
る
。

2004 年最高の話題作。「命」の意味を問う、感動と衝撃のミステリー初の完全映画化。

物
語「私

、
梶
聡
一
郎
は
、

3
日
前
、
妻
の
啓
子
を
、

自
宅
で
首
を
絞
め
て
、

殺
し
ま
し
た
」

半
年
前
、
ァ
Y
ッ
7

・
マi

病
を
発
症
し
た
啓
子
の

看
病
の
為
、
自
ら
刑
事

を
辞
し
て
警
察
学
校
で

後
進
の
指
導
に
あ
た

h
、

広
く
敬
愛
を
集
め
て
主

だ
梶
が
、
な
ぜ
殺
人
を

犯
し
た
の
か
。

人
は
何
を
支
え
に
、
何
を
励
み
に
、
生
き
る
の
か
。

人
が
、
人
と
し
て
、

輝
い
て
生
忘
る
た
め
の
"
よ
す
が
“
乞

l
l

。

志
木
の
取
調
べ
に
対
し
て
、
啓
子
の
拠
殺
後
自
首
し
て
く

る
ま
で
の
2
日
間
の
と
と
に
つ
い
て
、
固
く
口
を
閉
ま
す
梶

に
志
木
の
み
な
ら
ず
、
駆
け
付
け
た
県
警
幹
部
す
べ
て
が
困

惑
す
る
。
現
役
警
部
の
殺
人
と
い
う
一
事
件
が
、
県
警
そ
の

も
の
の
権
威
と
、
そ
乙
-
比
一
属
す
る
何
千
と
い
う
警
察
官
の
信

用
を
地
に
墜
と
そ
う
と
し
て
い
る
の
だ
。
取

ιリ
調
べ
K
あ
た

る
志
木

K
、
誘
導
尋
問
で
「
空
白
の
2
日
間
」
を
提
造
し
た

事
実
で
穴
埋
め
す
る
よ
う
に
、
命
じ
る
県
警
幹
部
だ
ち
。

7

年
前
比
一
人
息
子
の
俊
哉
を
急
性
骨
髄
性
白
血
病
で
比

歳
の
誕
生
日
を
待
だ
ず
に
亡
く
し
、
寄

h
添
う
よ
う
に
生

き
て
き
た
夫
婦
に
、
一
体
何
が
あ
っ
た
の
か
。

事
件
の
推
移
と
共
に
、
担
当
検
事
(
佐
瀬
)
、
弁
護
士
(
植

村
)
、
ス
ク
ー
プ
を
狙
う
新
聞
記
者
(
中
尾
)
、
裁
く
判
事

(
藤
林
)
が
、
各
々
の
人
生
を
背
負
い
、
思
惑
を
抱
之
、
事
件

の
真
相
を
暴
く
為
に
、
梶
の
人
生
、
梶
と
い
う
人
閉
そ
の

も
の
に
近
付
い
て
い
く
。

〈
真
実
〉
を
探
b
出
そ
う

と
す
る
志
木
。
県
警
と

地
検
の
取
り
引
当
』
で

や
む
な
く
手
を
引
く

佐
瀬
。
と
れ
を
機
に
名

を
上
げ
よ
う
と
、
意
気

込
ん
で
梶
と
の
接
見
に

臨

h
u植
村
。
梶
の
「
空

白
の
2
日
間
」
の
行
動

の
一
端

k

掴
む
中
尾
。

公
判
で
、
啓
子
と
同
じ

病

k
持
つ
父
の
と
と
が
汁
え

脳
裏
を
掠
め
る
藤
林
。
そ
し
て
、
亡
く
な
っ
た
俊
哉
の
担
当

医
、
高
木
の
「
俊
哉
君
の
発
病
か
ら
間
も
な
く
、
ど
夫
妻
で

ド
ナ

i
登
録
ヨ
れ
た
ん
で
す
」
と
い
う
言
葉
。
裁
判
の
証

言
台
で
、
「
私
は
・
:
啓
子
を
殺
し
て
や
る
と
と
も
で
き
な

か
っ
た
ん
で
す
:
・
」
と
泣
き
崩
れ
る
、
姉
・
康
子
。
保
管
し
て

い
る
啓
子
の
日
記
に
貼
ら
れ
た
、
「
命
を
あ
り
が
と
う
」
と

題
ヨ
れ
た
投
書
記
事
。
弁
護
を
引

5
受
け
た
植
村
に
梶

が
問
い
掛
け
る
、
「
あ
な

J
必
E
Z

だ
に
は
、
{
寸

h

だ
い
人

が
い
ま
せ
ん
か
」
と
い
う

ニ
一
一
忠
莱
・
・

....

"来るべき日“を待ち

わびる梶の、どんな

犠牲

k

払い、誹

b

を

兵又けようとも、あと

1

年だけ生3ょう

としている梶の人生

の〈真実〉とはけ

男はなぜ、最愛の妻を殺したのか

l

男はなぜ、あと

1
年だけ、生

bd
る決心乞したのか

l?


